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＜前回＞パウロ以降のキリスト教

（１）ヘレニズム都市という場に適合した宗教

１．キリスト教の母体としてのユダヤ教

古代地中海世界のヘレニズム都市の拡散したユダヤ人・ユダヤ教

1)AD.70年以前のユダヤの総人口（『ユダヤ百科事典』）
ユダヤ人の生存と活躍の場としてのヘレニズム都市。

2)ヘレニズム都市と諸文化の出会い＝ギリシア文化と土着文化の融合
3)ヘレニズム都市の文化

・公用語としてのギリシャ語・ラテン語

・とくに、ローマ帝国時代になると、征服された諸地域の伝統宗教が、ヘレニズム都

市へ流入し始める。都市的な状況に適合的な新しい宗教（神話）構築の実験。

4)ユダヤ人の直面した課題：ヘレニズム都市の文化状況への適合と民族のアイデンティテ
ィの保持。シナゴーグにおける共同体、ギリシャ語訳聖書。

２．イエスの宗教運動の場合

３．エルサレム教会

４．パウロの異邦人伝道とヘレニズム都市のキリスト教会

６．パウロ主義という形態におけるキリスト教の基本方針の選択

７．キュンク（『キリスト教思想の形成者たち──パウロからカール・バルトまで』新教出

版社）：キリスト教的パラダイムの原型

「パウロが、キリスト教迫害者からキリストの宣教者に内的な方向転換を遂げたというこ

と、これは私たちにとってついに解くことのできない最後の謎でありつづけるだろう。」

「それは若きキリスト教における、いやまさに古代世界全体における、時代の方向転換だ

った」、「使徒パウロとその神学の世界史的な意味」(22)
「キリスト教における最初のパラダイムの転換──つまりユダヤ人キリスト教からヘレニ

ズム的な異邦人キリスト教への転換──を開始したのである。」(23)
「キリスト教をユダヤ教から切り離したのはパウロではなかった。それをしたのは、彼の

死後、エルサレムの第二神殿が破壊された後の、他の人々であった」(51)。
（２）パウロ的キリスト教の発展

２世紀のキリスト教（初期カトリシズム）への展開

８．「牧会書簡」（テモテ一・二、テトス）：二世紀前半

「パウロとの連続性は外面的模倣にとどまる場合が多く、必ずしも思想的内実には及ばな

い」、「現実の具体的な問題にとりくむうちに、いつのまにか、世俗的知恵が模範の像と融

合する」、「パウロ主義から当時の通俗的倫理思想へとずれこんでいくのである。」(131)
「牧会書簡全体を支配しているのは、市民倫理の感覚である」。

「悪徳表」を頻繁に用いる。１テモ 1.9-10、6.4-5、２テモ 3.2-5、テト 3.3
「一種の没個性的・非主体的な性格」「健全な教え」「健全な言葉」（134）
「初期の熱狂につきまとう過度に非日常的なふるまいを、世俗的共通感覚に照らしながら

修正していくことは、宗教集団の維持発展にあたっては、不可欠な作業である」(134)
「教会を構成する社会的階級の変化」「次第に世俗的になっていく教団」(148)。
「そのカリスマに反応する信奉者たちがいて、はじめて教団が発生するのであり、そこで

はカリスマは、背後に横たわる生活世界の中へもどされた上であらためて受容される。信

奉者たちは、ふだんは生活者として、自らの時代の世俗的とりきめすなわち市民倫理の中

で生きている。しかし、それは必ずしも自覚されているとは限らず、あいまいな「良識」

という形で、何となく公の合意を得ているのである。牧会書簡は、そのような信奉者たち

すなわちメッセージの受容者たちの視座からパウロを描く」(153)
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（３）最初期のキリスト教思想の形成としての使徒教父

１．「使徒時代に直ちに続く時代を「使徒直後時代」と呼んでいるが、その時代における

キリスト教思想の本流と思われるべきものは「使徒教父」の思想である」、「ただし「使

徒教父」という呼称は十七世紀に初めて用いられたもので、使徒たちと直接の交渉を持っ

た教父たちの意味である」、「内容的には、一世紀末から二世紀前半における異邦キリス

ト教の所産としての一群の文書を指している。新約聖書中の諸書と使徒教父の諸書との間

には時代的に相重なる部分もあるが、概して言うなら使徒教父は新約につづく時代に属し

ている」（有賀、98）
２．「十二使徒の教訓（ディダケー）」、「バルナバの手紙」、「クレメンスの手紙（第一）」、

「クレメンスの手紙（第二）」、「イグナティオスの手紙」、「ポリュカルポスの手紙」、「ポ

リュカルポスの殉教」、「パピアスの断片」、「ディオグネートスへの手紙」、「ヘルマスの

牧者」（『使徒教父文書』所収）

３．使徒教父の歴史的背景：ユダヤ教との関係、ローマ帝国との関係

課題：殉教精神、異端との対決、初期カトリシズムへ（信仰告白、教職制）

４．主要な教説

・「無からの創造」、全能の神：「ヘルマスの牧者」の「第一にまぼろし」

・「神の救済の経綸（オイコノミア）」、キリストの先在、霊キリスト論

・聖餐論（アンティオキアのイグナティオス, Ignatios, 35頃-110以降）
５．殉教者イグナティオス（佐藤吉昭『キリスト教における殉教研究』創文社）

・「イグナティオスは殉教が直ちに「神に至る」道であると考えており、それはまた当時

のキリスト者たちの通念でもあった。普通の死と異なって、殉教死はキリストの受難に文

字どおり与ることである。したがって殉教者は死後の中間状態を経ることなく、直ちに神

のみまえに出ることができるというのが、かれらの信仰であった。」（有賀、108）
６．終末の遅延→制度的倫理的な規定の整備（新律法主義） cf. パウロ書簡と牧会書簡

「ディダケー」：生命の道と死の道とにかかわる倫理的教訓、教会的諸行事に関する規則

（バプテスマ、断食、祈祷、聖餐）、使徒・預言者について、同信旅行者への待遇につい

て、日曜礼拝について、職制（エピスコポイ、ディアコノイ）について、終末論的警告。

８．使徒教父の役割：迫害下の状況における正統教会への道。

初期キリスト教から初期カトリシズムへの歴史的展開（制度化・正統教会形成）のプ

ロセスにおいて、キリスト教を担ったキリスト教指導者。正統キリスト教から逆に歴史

を遡及するときに、確認できる教会指導者たち。

８．ユダヤ教とローマ帝国

Ａ．ヘレニズム・ローマ時代のユダヤ教

（１） パレスチナのユダヤ教

BC. 400：日常用語としてのアラム語の使用
350頃：モーセ５書の最終形態ほぼ完成
333：アレクサンドロス、シリア、ユダヤを征服
301：ユダヤ、プトレマイオス朝エジプトの支配下
198：ユダヤ、セレウコス朝シリアの支配下
167-164：マカバイの乱
164：マカバイのユダ、エルサレム奪還
153：ヨナタン、大祭司に就任。クムラン宗団の成立（？）
142：シモン、大祭司職を継ぐ。事実上のハスモン朝の樹立。
134-104：ヨハネ・ヒルカノス大祭司。サドカイ派、ファリサイ派の台頭。
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マカバイ書の成立。

65：ユダヤの内紛に、ローマ軍の介入
63：ユダヤ、ローマの属州シリアに編入、デカポリスの成立
43：ヘロデ、ローマの支持を受け台頭
37：ヘロデ、ローマの支援でエルサレムを征服。ハスモン朝のマリアンヌと結婚
37-4：ヘロデ大王の支配
4：ヘロデ大王の死、ユダヤ人の内乱（アルケラオス、ヘロデ・アンティパス、
フィリッポス）。

AD. 6：ユダヤ・サマリアはローマの属州
26-36：ユダヤ総督ポンティウス・ピラトゥス
28：洗礼者ヨハネの登場、イエスの受洗
30頃：イエスの十字架刑

１．支配の変遷：

・ハスモン朝からヘロデ家へ

・エジプト→シリア→ローマ：二重統治：独立ではなく傀儡政権

２．ユダヤ人共同体内部の支配階級：

・最高法院（サンヘドリン、議会）：ユダヤ人の自治機関。イエス時代には大祭司を議長

とする 71人の議員で構成されていた。
・神殿（第二神殿）、大祭司・祭司・レビ人

ダビデ・ソロモン時代の祭司ツァドクの子孫と称する一家が大祭司職を世襲。

・民衆の宗教性とそれをリードする律法学者：会堂における口伝律法の解釈と発展に携わ

った。

↓

ヘレニズム時代のユダヤ教といってもかなり複雑

・中央と周辺

・社会の富裕層と民衆

・伝統と革新

・成文律法（「モーセ 5書」）と口伝律法（ミシュナ→タルムード）
３．諸セクト

・サドカイ派：ツァドク家の祭司を中核とする上流祭司と貴族、商人などの富裕階級。前

２世紀に結成。

神殿祭儀を最重要視、律法解釈には保守的、権力志向的。「モーセの律法」（成文律法）

のみを認める。そこに書かれていない来世信仰を否定。

・ファリサイ派：ヨハネ・ヒルカノス時代のサンヘドリンから分離派として追放されたこ

とによって、「分離主義者」（ファルーシーム）を呼ばれる。「世俗から分離」。

ハスモン時代に出現した敬虔主義者（律法学者に指導された民衆）の後継者。

天使、悪霊の存在、霊魂の不滅、肉体の復活などの来世信仰を肯定。

・エッセネ派：パレスチナ各地の町や村井に散在して生活、厳格な沐浴、厳しい入会規

則、徹底した禁欲、財産の共有など。

クムラン教団（1947年の発見の死海文書の担い手）との関係は微妙。
・熱心党：ユダヤ人の宗教的政治手段、父祖伝来の伝統を遵守し、ローマ帝国による異邦

人支配を拒む。メシアの支配のために武力を行使することを肯定。

（２）ユダヤ人の運命：古代から中世へ
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４．ユダヤ教はキリスト教の母体であり、キリスト教がヨーロッパへ展開する基盤を提供

した。

５．ユダヤ戦争(66-70, 132-135)以後：ローマ帝国に対する反乱は最悪の結果で終わった
（殺された一般市民は 60万人以上に及ぶとも言われる）。

捕虜収容所（ヤブネ）のユダヤ人による共同体再建の努力。

ヨハナン・ベン・ザカイ。聖書と口伝律法という指導原理の確立。ユダヤ教聖

書正典の編集（90年頃までに）
↓

ローマ帝国の強硬な弾圧（ハドリアヌス帝）、パレスチナ・エジプト・キプロス

などの地中海東部地域のユダヤ人は激減。キリスト教に改宗したローマ皇帝の

反ユダヤ政策（ローマ市民とユダヤ人の結婚の禁止）。特に分裂後東ローマ帝国。

↓

バビロニア（ササン朝ペルシャ）へ中心が移る。

11世紀末：ユダヤ人の総人口 100万台、その 90％はイスラム圏に居住。
６．ユダヤ教（聖書とタルムード。シナゴーグ）を共有する民族としてのユダヤ人。

エルサレム・タルムード編纂（390年頃、ガリラヤの再建志向者）：正典である聖
書の解釈判例集（口伝律法）を整理編集したミシュナ。ミシュナの解釈集とし

てのタルムード

バビロニア・タルムード編纂（490年頃）
７．イスラム世界のユダヤ人：イスラム勃興期には、ユダヤ人の弾圧政策、次第に身分

差別との引き替えに信仰の自由を認める宗教政策に転換（ユダヤ人の優秀性への着

目）。抑圧しつつ優遇。

８．イベリア半島のユダヤ人：キリスト教への改宗の強制＝マラノと呼ばれ差別。

サラセン帝国下での寛容政策によりマラノの多くはユダヤ教に復帰。

スファラド（ヘブライ語でスペインの意味）系ユダヤ人の成立。

11世紀から 12世紀：スペインのユダヤ文化の黄金時代。
↓

イベリア半島のキリスト教化（レコンキスタ）

13世紀の迫害（スペイン帝国での異端審問のための宗教裁判所の設置）で、
多くのユダヤ人は再度マラノになるか、国外へ追放。

９．ヨーロッパ北部（アルプスの北側）のユダヤ人：アシュケナージ系ユダヤ人。

西ローマ帝国（ローマを中心としたカトリック文化圏）においても、ユダヤ人へ

の反感は存在していたが、東ローマ帝国におけるような迫害はなく、世俗君主もユ

ダヤ人を優遇。（フランク王国のカール大帝・シャルルマーニュは、文化振興策

としてバビロニアからユダヤ人学者を招いて学院を創設。8～ 9世紀）
↓

10世紀から 11世紀にかけての転換。抑圧の強化。十字軍（11～ 13世紀）の影響。
1215年の第四回ラテラノ公会議で、ユダヤ人抑圧の基本路線が打ち出される。

ユダヤ人とキリスト教徒の結婚の禁止（特別なしるしをつけた服装の強制）

職業組合からの締め出し→金融業

聖体冒涜（聖餐式用のパンを盗みだし拷問台にかけている）のデマ

ペスト大流行（1348～ 50年）でのデマ（井戸の毒を入れている）
↓

ユダヤ人差別の定着（16世紀にはゲットーの設置）。アシュケナージ系ユダヤ人の追
放。東ヨーロッパ（ポーランド、リトアニア、ラトビアなど）へ。
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Ｂ．ローマ帝国の迫害とキリスト教

（１）ローマ的世界：共和国から帝国へ

BC.509: 伝承では、王政から共和制（レス＝プブリカ）へ
451/50: 十二表法制定
367: リキニウス法（貴族と庶民の権利の平等化へ）
312: アッピア街道着工
287: ホルテンシウス法（貴族と平民の法的平等の実現、両身分の身分闘争の終結と

される）

272: イタリア半島統一
264-241: 第１ポエニ戦争
218-201: 第２ポエニ戦争（ハンニバル戦争）
149-146: 第３ポエニ戦争、カルタゴ滅亡
133-121: グラックス兄弟の改革、貧富の差が甚だしく、共和制の動揺。
89: ユリウス法（ローマに従順なイタリア人に市民権を与える）
73-71: スパルタクスの乱（第３次奴隷戦争）
60: 第１回三頭政治
58-51: ガリア戦争
31: アクチウム海戦、エジプト王国滅亡
27: アウグストゥス（オクタビアヌス）、初代ローマ皇帝

死後(AD.14)、元老院布告で神格化(divus)、皇帝崇拝へ。
ドミティアヌス帝(81-96)：「主にして神」(dominius et deus)

（２）ローマ帝国による初期の迫害

犯罪者として処刑されたイエスとその運動の後継者としての初期キリスト教会。

対決は不可避的であったが、それは何をもたらしたのか。

１．迫害下のキリスト教（１～３世紀）：この間にキリスト教の原型が完成した。

迫害（規模も期間も様々、棄教者の問題）

キリストの十字架刑（30年頃）→古代地中海世界へキリスト教の伝播、パウロ
66：ローマの大火、皇帝ネロによるキリスト教迫害。 第１次ユダヤ戦争(66-70)
95頃：ドミティアヌス帝時代のキリスト教迫害。 第２次ユダヤ戦争(132-135)

249：デキウス帝の迫害
260：ガリエヌス帝の勅令（迫害の時代の中断）、40年間の平和。
303：ディオクレティアヌス帝、キリスト教を迫害。
２．ユダヤ教から継承したもの：

・迫害・抵抗文学 → 象徴、暗号

獣 666、「大バビロン、みだらな女たちや、地上の忌まわしい者たちの母」
・終末・時の切迫の実感 → 迫害下の教会への励まし（最後まで耐え忍ぶ者は幸い

である、命の書）

３．黙示文学の影響：千年王国論（終末時のキリストの千年支配、黙示録 20:2-6 ）
４．ローマの平和か、神の平和か（二者択一）

ローマの平和（Pax Romana）：政治と経済による上からの支配、そのもとでの秩序
＝平和。

・皇帝崇拝：平和は皇帝の恩恵である。神的な皇帝。

・ローマの軍隊による地中海世界の統合＝古い諸国家の滅亡

交通網と法の整備
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・経済：貨幣の統一、商品作物の海洋交易による富の集中。

↓

民族的伝統・文化の解体と環境破壊

５．ヨハネ黙示録：バビロンと新しいエルサレムの対立。

「新しい天と新しい地」「もはや海もなくなった」（黙示録 21:1）
６．キリスト教はこの対立の中で、ローマの秩序を利用することによって拡大し、ロ

ーマとの妥協に至った。

＜聖書＞

１．ヨハネ黙示録１章

1 イエス・キリストの黙示。この黙示は、すぐにも起こるはずのことを、神がその僕

たちに示すためキリストにお与えになり、そして、キリストがその天使を送って僕ヨ

ハネにお伝えになったものである。2 ヨハネは、神の言葉とイエス・キリストの証し、
すなわち、自分の見たすべてのことを証しした。3 この預言の言葉を朗読する人と、

これを聞いて、中に記されたことを守る人たちとは幸いである。時が迫っているから

である。

２．ヨハネ黙示論 20章
1 わたしはまた、一人の天使が、底なしの淵の鍵と大きな鎖とを手にして、天から降

って来るのを見た。2 この天使は、悪魔でもサタンでもある、年を経たあの蛇、つま

り竜を取り押さえ、千年の間縛っておき、3 底なしの淵に投げ入れ、鍵をかけ、その

上に封印を施して、千年が終わるまで、もうそれ以上、諸国の民を惑わさないように

した。その後で、竜はしばらくの間、解放されるはずである。4 わたしはまた、多く

の座を見た。その上には座っている者たちがおり、彼らには裁くことが許されていた。

わたしはまた、イエスの証しと神の言葉のために、首をはねられた者たちの魂を見た。

この者たちは、あの獣もその像も拝まず、額や手に獣の刻印を受けなかった。彼らは

生き返って、キリストと共に千年の間統治した。5 その他の死者は、千年たつまで生

き返らなかった。これが第一の復活である。6 第一の復活にあずかる者は、幸いな者、
聖なる者である。この者たちに対して、第二の死は何の力もない。彼らは神とキリス

トの祭司となって、千年の間キリストと共に統治する。7 この千年が終わると、サタ

ンはその牢から解放され、8 地上の四方にいる諸国の民、ゴグとマゴグを惑わそうと

して出て行き、彼らを集めて戦わせようとする。その数は海の砂のように多い。

（３）迫害と殉教の時代

７．ステファノの殉教（ユダヤ教との関係で）、使徒言行録７章

８．アンティオキアのイグナチィオス(35頃-110年以降、アンティオキアの司教)：
エウセビオスによれば、シリア（小アジア）からローマに連行され、猛獣と闘わされて

殉教を遂げた。ローマへの途上で、７つの手紙を書いたが、ローマの教会への手紙で、名

声の高い強力なローマの教会がその影響力で、差し迫った殉教を妨げないように懇願して

いる。殉教への道を歩もうとの決意。

殉教の神学：殉教はキリストの受難の模倣であり、世の終わりにサタンを投げ打つ手段

として代償の役割を果たす。イエスの行為の真実性を証明する。→日本の切支丹殉教へ

９．キリスト教弁証家とキリスト教神学形成

「二世紀の弁証論者のもとにひとは、ユダヤ教的─異教的環境世界による、もしくはロー

マの国家権力によるキリスト教へのとく知られた中傷と迫害に対して、はじめて文書によ

る抵抗を示したキリスト教思想家のことを理解している。」（ヴァイシュラーク上、157）
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「告発は二つあった。第一は、キリスト教は帝国の構造の基盤を危くすることによってロ

ーマにとって脅威であるという政治的告発である。第二は、キリスト教は哲学的断片をま

ぜ合わせた一つの迷信であるという哲学的告発であった。」（ティリッヒ、65）
「クァドラトス、アリスティデス、殉教者ユスティノス、タティアノス、アテナゴラス、

アンティオキアのテオフィロス」（クラフト、350）
10．キリスト教思想の形成：「弁証学者たちの「哲学」は、覚知主義者たちの説いたグノ
ーシスと異なって、キリスト教の基本信条である創造神の信仰、神の子の受肉としてのイ

エス・キリスト、その十字架、死、復活、再臨、および最後の審判、肉体の復活と救われ

たる者に与えられる永遠の生命などを否定したのではなく、ただ能うかぎり哲学的にそれ

らの合理性を弁明しようとしたものであった。」（有賀、137）
11．キリスト教会の発展過程：
特に３世紀後半の迫害中断期にキリスト教は急成長。都市型宗教として。

スタークの推計値：

年 信者数 総人口比

40 1,000 0.002
50 1,400 0.002

100 7,530 0.013
150 40,496 0.07
200 217,795 0.36
250 1,171,356 1.9
300 6,299,832 10.5
350 33,882,008 56.5 （人口 6000万人の帝国）

「二〇〇年の時点でキリスト教が帝国の西方の領域になお行き渡っておらず、ローマ市の

信者数の方が帝国全体よりの信者数よりもかなり多かったと考えられる。」（スターク、22）
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